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第23回 入学式式辞

学 長 清 水 哲 也

J;C/
11c./L、 人 学 お め で と う1-1

希 望 に満 ち あ ぷ れ る 、 ・人 、 ・人 の 輝 く ば か り の

表}督量を 見 る に つ け 、 「人 試1と い う鄭…関 を 切 り 抜 け

て 、 児 事 、 栄 冠 を か ち と ら れ た 皆 さん へ 、 あ ら た め

て 、 心 か ら の 祝 福 を 贈 り よ す.、

そ して ま た 、 優 秀 な 新 入生 の 皆 さん を 、 今Hま で 、

∫・塩 に か け て 、1よ ぐ くみ 育 て て こ られ た ご 父 兄 の 皆

様 へ 敬 意 と 祝 意 を 捧 げ た い と 思 い ま す,.,

新 入'1の 皆 さん が 、 本 日 、 只 今 か ら 、 そ の 第 ・歩

を踏 み1【1そ う と して い る医 学 の 道 は 、 決 して 単 な る

診 療 技 術 そ の も の を意 昧 す る もの で は あ り ま せ/'Lu

診 断 技 術 や 治 療 手 技 と い っ た 技 術 的 な こ と を学 ぶ

前 に 「医 の 心1、 あ る い は 「医 の 原 点 」 に 深 く思 い

を馳 せ て ドさい 、、今 日 、 「社 会 」 が 皆 さん に 求 め て

い る 「川 待 され る 医 師 像 」 と い う も の が 、 如 何 な る

も の か を 、 ノ〉日 と い)11に 是 非 と も 真 剣 に 考 え て ほ

しい の で す 、.,

そ の た め に は 幅 広 い 教 養 を 身 につ け 、 豊 か な 人 間

性 、 自iモll勺な判 断 力 を常 に 養 い 、 よ り 高 度 な 社 会 性

を身 につ け る必 要 が あ り ま す,,「 初 心 忘 る べ か ら ず 」

で す 。'1:ilfを 通 して 学 唐1し 、 「未 知 な る も の 」 へ 敢

然 と し'ぐ』兆戦 す る 勇 気 を才芋・)てrさ いn

そ して ま た 、 た だ 単 に 、 嘩 門 分 野 の み に と ど ま ら

ず 、 全 般 に わ た る 広 い 視 野 と 高 い 見識 を 保 持 して 下

さ い 、一,

人 間 性 あ ふ れ る 豊 か な 感 性 と 「病 め る 人 達 」 へ の

限 り な い 暖 か さ に 満 ち 満 ち た 医 学 生 で あ っ て ほ しい

の で す 、,

さ ら に は 生 命 倫 理 に 対 す る 深 い畏 敬 の 念 を 片 時 自,

忘 れ ギ、 常 に 病y)る 人 た ちv)立f易 に 一起つ こ と 、 つ ま

り 、 人 の 痛 み を わ がhriみ と と ら え る こ と の で き る 医

療1皆 で あ る た め に は 、 単 に医 学 の み で な く 、 そ の 周

辺 領 域 に 係 る 知 識 と 深 い 教 養 を 是 非 と も学 び と っ て

項 き た い 、、

今 こ そ 、 私 ど も医 療 に た ず さ わ る 者 は 、 フ ー フ ー「

ラ ン ドの 「医 戒1の 冒 頭 の 言 葉 の 重 み を 反 錫 す る 必

要 が あ り ま す 一

「病 んCい る 人 を 兄 て
、 こ れ を 救 お)と 願 う情,念 、

こ の こ と こ そ が 、 医 学 の 原 点 で あ り 、 医 師 は他 人 を

救 う た め に こ の 世 に 生 を え て'い る の で あ./、 自 分

一f固 人 の た め で は な い
、 こ れ こ そ が 、 医 師 と い う職

業 の 本 質 で あ る 」 と説 い て い る の で あ り ま す 、,

ま た 、 今 や 医 学 は 、 そ し ぐ医 療 は 、 激 動 す る 社 会

事 象 か ら隔 絶 さ れ た1病1%iの な か に の み 孤 、kして

存 在 す る時 代 で は な く な りっ っ あ り ま す,,し た が 一,

て6年 間 と い う限 ら れ た 期 間 に 幅 広 い 教 養 と 医 学 の

導 門 的 学 習 を 両 、1/1させ る た め に は 、 必 ら ず し も ・般

教 育 、 原 門 課 程 と い う型 式 的 な 医 分 に と ら わ れ る こ

と な く 、 全 体 を 一 貫 と した 観 点 か ら 考 え る必 要 が あ

り ま す 、、

本 学 で は 、 そ の 教 育 効 果 を期 待 して 、 開 学'li初 よ

り6年 一貫 教 育 と い う思 想 に 、別却 した カ リ キ.Tラ ム

を 実 施 して お り ま 弓ヤ,

した が っ て 、 ・般 教 育 と い う呼 び ノ∫も 基 礎 教 育 系

と い う 名 称 に 変 え ま した 、,この 基 礎 教 育 系 は 、 共通

基1礎不斗「]、r㌔{IIヨ/＼(7)基1礎聡Hl、 ひミ・γ:との"搾F祭白勺"}∫:聡卜

目 、 医 学 以 外 の 「学 科 目 の概 論 」 の4分 野 に配 置 さ

れ て い ま す が 、 本'1孟で 実 方笹 さ れ て い る 、 い わ ゆ る

「統 合 医 学 型 」 の 利 点 は
、 と く に 医 学 教 育 の 効 率 化

と 同 時 に 学 習 の 効 率 化 を 高 め る 効lt1.が あ り ま す 、、

率 業 生 の 数 も/¥7の 第171司 生 で1,818名 に 達 し、

ノトこ"汐の 卒二業 ノ1モU)中力・ら 、 艮先1こ3名(ノ)L]一疏 大 弓たの 孝文乎受

の 誕 生 を み 、 そ の う ち2名 の 卒 業生 は 母 校 の 教 授 と

し`て'ギ舌ザぞ疑lir'C幽弓魑。

数 学 や 物 理 ・化 学 と い っ た 基 礎 科 目 は 、 医 学 の 厚

門 課 程 に 入 る 前 の ミニ マ ム]一 ソセ ン シ ャ ル で も あ り

ます 高 度 の 科 学 技 術 が 駆 使 され'Cい る 「医 学 の 最

前 線1で 、 こ れ ら の 基 礎 科 目 を 身 に つ け て い な い 学

牛ヨよ、::r来 「ヴ1.ドyli果イ1呈」0)ノ復1薩 に1}祭して 人こき な困 難

に 直 面 す る こ と に な り ま す.ま たi司1呼 に匡1際 的 な 場

で 活 躍 す る た め に:よ 、 語 学 ノ」がli1∫に ち ま して 要 求 さ

れ ま す .

お わ り に 「部 活 」 な ど の 課 外 活 動 に ち積 季1{jl的に 参

加 し ご強 靭 な 肉 体 と 強 い 意 志 力 の 滴 養 に も 努 め て ド

さい.本 学 の キ ャ ン パ ス を と り ま く雄 大 な 自 然 が 声

な き 声 整…を)遁 一)て くれ る こ と で あ り ま し ょ.う.

希 望 に 満 ち あ ふ れ た 諸 君 の 前 途 に 、 再 度 、 祝 福 を

)茎i・,て'、∫℃ofと 至気し ま.1一」

血
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第23期 生 を迎 えて

新 入生諸君 、入学おめで と うござい ます。父兄の

皆様 も さぞか しお喜びのことと思い ます。苦 しか っ

た受験生活 か ら解放 され、ま さに我 が世 の春を謳歌

していることで しょう。いよいよ楽 しくもあ り苦 し

くもある6年 間の学生生活 が始 まりま した 。そ して

生涯 を通 して学習 し続 けることになる医学 の道 に第

一歩 を踏 み出 しま した
。諸君 にとっては、この記念

すべ き門出 にf」'いて医学 に対する新だ な志 を しっか

り持つ ことが肝心で す。

既 にご存知の よ うに本学で は各学 年にそれぞれ1

名の教官 が学年担当 と して置 かれ、諸君 の学業や大

学生活 に関 する指導助 言を行 い相 互理解 を深め る役

目を果たすことになっています。諸 君の最初の2年

間 は私が学 年担当 と して お世 話す ることにな ります。

さて、最初の2年 間 において は数学 、物理学、化

学、生物学 とい った自然科学の基礎 を学 び自然科学

的思 考力を養 うと共 に、人文 社会系科 目を通 して人

間お よび人間社会の理解 を深 めることが求め られ ま

す。 このことは、将来医師あ るいは医学者 となる諸

君 にとって大変重要 なことです。ところで 、大学 の

授業 は高校の授 業 と随分違 ってい ます。受 け身の姿

勢で受講 していて もさっぱり楽 しくあ りません。授

業の中から疑問 を見い出 し友人と議論 した り、先生

に質問 した りあ るいは図書館 で調べた りす ること、

つ まり自分か ら積極的 に知的好 奇心 を駆 り立て学 習

することが大切 です。 質問があれば各科 目担当の教

授室 の ドアをノック しな さい。親切 に相談 にのって

くだ さる筈です。 そ して、先生 方の個性豊か な人間

性 に触れることもで きるで しょ う。

諸君 はつい先程 まで苦 しい受験戦争の中で孤独 な

戦い をして きま した。 しか し、いつ まで もその生活

を引 きず っていてはいけません。共同社会 と しての

対人関係 に関心 を向 けることが肝心です。豊かな人

間性 を培 うため に、そ して青春 を意義あ るものにす

るためにも良 き友人 をつ くることが大切です。その

ためには、 クラブ活動やボ ランテ ィア活動 に積極的

に参加 することを勧 めます。 この よ うな活動 を通 し

て得られる交友関係(交 遊関係ではありません)ほ ど素

晴 らしいものはありません。一生の財産になるで しょう。

「学生生活 の しd」り」の中の学年歴 を参考 に年間

3

第1学年担当 谷 本 光 穂

(物理学教授)

の休業週数 を数 えて ごらん なさい。毎週土 ・口が休

業で あること、水曜 口の午後 に授業 がないことを合

わせると実 に半年以上の 自由な時間 があることに気

付 くはずです。大学生活 が有意義 なもの になるか否

かは、この貴重 な しか し余 りある自由時間の使 い 方

によって決 まるといって も過 言で はないのです。

・方、学 業や課 外活動 などこれからの大学生活 を

快適 に過 してい くためには自己の健 康管理 が一番 大

切で す。諸君の大'i=は初 めて親元 を離れ、下宿やア

パー ト生活 を始 めて いることで しょう。 高校時代 ま

での健康管理 は親 まかせで よか ったので しょうが、

これ からは 自分で しなければなりません。医師 を目

指 す医学生 と して特 にこの点 を自覚 して下 さい。 ま

た、体調 に不調(怪 我や精神不調 も含 めて)を 感 じ

た ら、速 やか に保健管理セ ンターを訪ね ることです。

本学附属病院 の医 師が親切 に対応 して ドさいます。

自己の健康管理 を しっか り行い心 身共 に健 康 な学生

生活 をお くって も らいた いものです。

ところで 、受験 か ら解放 された諸 君の中 には早 く

車の免許 を取 り ドライブを楽 しみたいと思 って いる

人 が大勢い ると思 い ます。 しか し、本学で は交通 事

故や駐車場 の管理運営上の問題か ら低学 年の自動車

通学 は禁止 して い ます。車 を運転 すれば事故 はつ き

ものです。将来人の命 を救 う立場 になる医学生 が、

人 を傷っ けた り、命を奪 うよ うなことがあった らと

んで もないことで す。交通事故 などで罰金以 上の刑

を受けた者 は原則 と して医師国家 試験 の受験資格 を

失い ます。 ただ し、不幸 に して事故 を起 こ して しま

った時 は速や かに学年担当の私へ報告す ることです。

改 俊の情 が顕著で ある場 合 に限 り学長 に 「申立 書」

を書 いて戴 くことにより受験 することがで きる道 が

残 されて い ます。 なにはともあれ人命 を救 い社会の

幸せ に貢献 すべ き医師 となる諸君の良識 ある行動 を

心 よ り願 うのみで す。以 上23期 生 を迎 えるにあた り

学 年担 当と して大学生活 を始 め るにあた っての心構

えの一一端 を述べ ま した。 まだ まだ話 を した いことは

あ りますが折 りに触れ話すこと にいた します。 これ

か らの長 い6年 間 、様々 な苦難 を乗 り越 え一段 と逞

しくなり、若 き医師 、医学研究者 と して元気 に巣 立

って いかれ ることを心 より期待 して お ります。

1
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第6学 年 本間 大

大雪 の山 々の頂 きは、まだ まだ真 白な雪で覆われ

てお りますが、よ うや くこの北 の地"旭 川"に も、

"春 の におい"が 薫 るよ うにな
って まいりま した。

そ して今 年 も、新入生 の 方々が我大学 に入学 され ま

した。第23期 生の皆様 、御入学 おめで と うござい ま

す。

今、皆様 の心の中 は、この季節同様、 そ して5年

前の我 々同様 に、"希 望"に 満 ちあふれ、 また、こ

れか ら始 まる学生生活 とい うもの に思 い をはせられ

てい ることと思 います。 そ して、実際 に始 まった数

週間の学生生 活 にいろいろなことを感 じられて いる

のではないで しょうか。 も しかす ると、入学早 々、

勉強 が大変だとか、実習 が大変だとか、試験 が大変

だ とか とい う話 ばか りきか され、"希 望"の 中 にも

一 抹の不安 を感 じてい るのか も しれません
。確 か に、

一つ…っ のことは大変 なことか も しれません
。けれ

ども、 そう した ことにとらわれて 、後 々振 り返 った

ときに実感 を得 られ ない6年 間 とい うもの は寂 しい

もので す。何 か 一つ で も本 当に うちこめ るもの を求

めることがで きれ ば、 それは素晴 ら しいことで す。

もちろん、それ が何 であろ うと構 わないで しょうが

何かサークルにで も人 って 、皆 と一生懸命 にやるの

もいいで しょう。 そ してその中で、いろいろなこと

を考え、いろい ろなことを学ぶ とい うことは大変重

要 なことです。 また、天気の素晴 ら しい 日などは、

ごくた まには午後か らカゼ(?)で もひいて 、北海

道の 自然 を楽 しんだ り、街 を散歩 してみるなんて こ

とがあって もいいか もしれ ません。 そして夜 は、気

の合 う仲 間同 土集まって、 どうで もよい話 をああで

もない、 こうで もないと話 し合 うの もいいで しょう

し、様 々な人 々と交流 を深 めるとい うの もいいで し

ょう。

大学での6年 間 とい うものは、短いよ うで、長 い

よ うで 、振 り返 ると案 外短 かった りする ものです。

この6年 間 は、いろいろな方面の勉強 がで きる期間

で もあ ります。手 の中にある"峙 問"と い うもの を

皆 さんが有効 に利用 され、実 りのある、充実 した6

年間 を過 ご され ることを心か ら期待 して います。

新入生歓迎 実行委 員会委員長 豊島 優 人

今年 も恒例 の新 歓合宿 を97名 の新入生の参加 をも

って無 事終 えるこ とがで きま した。3月 の初め に合

格者 に送 るパ ンフ レッ ト"旭 医の極意"の 印刷 と製

本 を行い、 それと平行 して新 歓合宿 におけ る新歓委

員の役割 、スケ ジュール を確認 し、4月8日 の新歓

合宿当 口を迎 えま した。 まず 、クラブ紹介 が行 われ 、

各 クラブの アイデ ィァあふれる紹介 は、旭川医科大

学 を象徴 する活発 なもので した。 それか ら、安井晃

一氏 の講演 会や新 入生 の学内 あ ぐり
、 クラブの出店

が行 われ ま した。 クラブの出店 は昨年セ ミナー室で

行 われた が、今年 は体育館で行 われ ま した。新 入生

にとって これか ら大学生活 をおくるうえで 、クラブ

活動 は、勉学は もちろん言 うまで もなく、 とて も重

要 な役割 をはた します。 この 自由に行 き来で きる体

育館での クラブの出店 には多くの新入生 が足 を運 ん

でい ま した。

高砂 ニュー温 泉では、チューターや クラブの代表

者 との語 らい、そ して新 人生同士の語いへ と続 きま

した。私 も去 年、ここで 多くの人 々と出会い朝 まで

語 り合いま した。 そして その ことは今で も大切 な思

い出と して心の中 にあ ります。

今、この1年 間 を振 り返 ってみ ると、た くさんの

人々に励 ま されて生活 して きた ように思 われます。

この新入生歓迎 の仕 事において も、新歓委 員以 外の

多くの クラスメイ トが手伝 って くれ ま した。 そ して、

・っf士事が終 わ って帰 る峙
、 「また何 かやることが

あった ら呼んで よ。」 と言 って くれ ました。 また、

ある先生 は 「新 歓の仕事 がんばっているね。」 と励

ま しの 言葉 をかけて くだ さい ま した。 そ して、 また、

パンフレッ トを仕r .げる際 に田辺 さん に大変お世話

になりま した。 この場 をお借 り して、厚 く御礼申 し

r.げます,,初 め は無 理だ とあ きらめていたこと もた

くさんの人 々の温 かい心遣 いで実現 す ることがで き

ま した。 本当 に感謝 です。

6
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考道部創立20周年を過ぎて

20期 弓道参段 副将 水上 創

本年度 も旭川医大 は多 くの新入生 を迎 え、その内

の幾 人かは我 々弓道部 の門戸 を叩いた。23期 生 は現

役で あれば昭和51年 生 まれ。 弓道部 の創設 は彼 らが

生 まれ る2年 前、つ まり開学半年 を経 た昭 和49年 で

あり、本学2期 生近藤 啓史先生 が萬上義守教十六段

の許 を訪 れ、弓道部師範 となって頂 くことを御願い

し、 また、担任で あった黒島u汎 第一生理学教授 に

顧問 を引 き受 けて頂いたことに始 まる。それ以 来部

員を集め、弓道具 を揃 え、練習場所 を確保 して旭川

医大の22年 の歴史 と共 に弓道部 は活動 を続 けて きた,,

特 に練 習場所 は旧国鉄 弓道場(旭 川駅構内)露 天

仮設弓道場(現 リハ ビリテー ション病院)旧 市営 弓

道場(常 盤公園内)と 変わり、昭和56年4月 、師範

萬 』先生 、近藤先生 をは じめ諸先生 方の御尽 力によ

り、創部7年 目で ようや く大学敷地 内に導用の道場

を持っ に至った,,昭 利61年 、山田守 英初代学長 よ り

「玄奥館(げ んお うかん)」 の名 を頂 き、部 員の弓

技鍛練 、弓道精神の修養 、会得の場 となっている。

また、昭和50年 の第22回 全道学生 弓道選手権大会

[===一

への個人参加 を始 めと し、道内 の諸大会、東医体等

への参加 が始 まった。特 に昭和59年 の第27回 東医体

で は団体優勝(こ の峙全 医体で は準優勝)平 成4、

5年 の第35、36回 東医体 では連続準優勝(全 医体 で

はそれぞれ4位 、3位)。 また個 人で もF:位 入賞 者、

射技優秀賞等 も数 多く受賞 し、 さらに高段 位保持者

も多数 輩出 してい る。

弓道部 は最近で は30人 あ まりの部 員を擁 す る大 所

帯 となり、 多くのOBを 輩出 した道場 もやや予狭 な

印象 がある。 また 、先年師範萬L先 生 が体 調 を崩 さ

れ、旭川 医大病院 に入院 された際 、内科、外科 、皮

膚科等 に多数 のOBが 居 り、師範の御世話 をす る機

会があって 、20余 年 を経て 弓道部の輪の広が りを改

めて知 ることとなった。

現 在弓道部 の活 動、運営 は順調であ り、我 々現役

部員 は弓道 を楽 しむ余裕 す らある。これ も偏 に弓道

部を創 り、育てて 下 さった先輩方の御苦労 によるも

ので あり、深 く感謝 する次第であ る、,そして諸先輩

方のditと汗(と 酒?)の 臭いのする道場で 、正 にそ

の 名の示 す通 り 「期道の 玄奥 を研 める」 よ うに部員

・同 より ・層練 習 に励み
、弓道部発展のた めに精進

して ゆきたい。

__===コ

は1年 間休学 して単身欧州ヘ スキーの武者修行 にい

かれた凄 い人で あ った。

再 び優勝 したの は彼 が引退 して からであ ったが、

それか らはみんなのちからで勝つ とゆ う雰囲気 にな

って いった。実際今年優勝 した結果 をみて も誰 が勝

って もおか しくない感 じであった。

女 子部のほ うも以 前5連 覇 をのが しているのを反

省 してか、今 年は とうと う5連 覇 を達成 した。 これ

はとて も凄 い事で あ り、飛lu:先生 をは じめ、2年 連

続2冠 の由良先輩 による力が大 きか った。

このよ うなスキー部の活躍 を多く述 べて きました

が、私達 を支 えて くだ さっていただいているOBの

先生 方を忘 れる訳 にはい きません。とか く金 の掛 か

るスキー部 の活動 にかな りバ ックア ップ を して いた

だいてお り現役部 員一同心 より感謝 して います。 ま

た もっとも幸いな ことはアルペ ン、ラ ンナーに安 藤、

後藤両 コーチがお られることです。彼 らは部 員1人

1人 に適切 な指示 を与 えて くれ心強 い限 りで す。

最 後 にスキー部 に入部 すると贈 られる言葉 をお伝

え します。 『きみ たちは先見の明がある。』

し
ー
ー

l

i

ー

"ス キ ー 部 今 昔

第5学 年 中出 幸臣

今でこそ旭川医大の中で強 い部の一つ となった ス

キー部 も、創部当初は様 々な苦労 が有った そ うであ

る。昭和48年 、1期 生 の細川 、牧野両 先生 が東先生

の もとに顧問 をお願い した ときか らスキー部 は始 ま

った。アルペ ンのポール練習では数 が少 ないため に

半分 に折 りながら滑 った り、 ランナーで は岩原先生

が入部 して から本格的 に始 まったそ うであ る。東医

体 において も結 果 は思 わ しい ものとはならず、梅藤

先生 がアルペ ンスキーで8キ ロを走 った とい う逸話

が残 って いる。

そして年 月がたつ につれて、徐 々に部員 も増 えて

いき第25回 東医体 で初優勝 を成 し遂 げる、,それ を

契機 に我 が スキー部5連 勝 の栄光 の時代 となる。1

年 目で いきなり東医体で優勝 した石原先生 をはじめ、

鉄人石 井先生、 スラローマーの木の内 先生、純 レー

サーの横山 先生 など凄 い先生 がいた時代だ ったnこ

の5連 覇の後4年 間優勝か らとうざかった が、この

ころ活躍 された先生 と して宍倉先生 がd」られ る、,彼

7
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第5学 年 鈴木 英章

写真部員 は大学祭が近 くなると真 っ暗 やみで何時

間も過 ご します。 それは、 まるで世 界中 に自分 ・人

だけ しかいない よ うな不思議 な気分 に させ ます。

真夏の深夜 、美瑛 に ドライブに行 き、ヘ ッ ドライ ト

を消 して夜空 を眺め る時、ふと、暗室で写 真 を焼 い

てい るよ うな錯 覚 にお そわれる事 があ ります。

不思議 と雨で もないの に大学祭 の当日の朝、濡 れ

たパ ネルが貼 って ある事があ り、たいがい近 くの ソ

フ ァーには熟睡 して いる部 員の姿 があ ります。

今年 も、 そんな季節 になりま した。

今 まで 、数 々の先輩 方が数 々の武 勇伝 を残 しま した

が、それは文科系の部活の それで、決 して運動部の

それとは比べ物 になりません。 それで も、大工作業

で作 り ヒげたパ ネルの後 ろにかかれた先輩 の名前 を

見て 、同 じ方 が今頃、メ スを持 ってい るかと思 うと

つ い、部員一・同 うなって しまった り、写真部 の暗室

「一一ニ ー_

に人知 れず 、後輩 の為 にビールを差 し入 れて くれ る

先輩 、ある年の部室の大掃除 に束 になった先輩の写

真 を発見 して誰の かわかる人だ け配 って いた ら、昔

の彼女 の写真 が入 っていた ら しく、家 に持 ち帰 って

見ていた ら、奥 さんに指摘 されて怒 られた方 とか、

文科系の部活 らしく、微 笑 ま しい もの ばか りです。

しか し、最近 は自黒写真の人気 もいまひとつ で、新

入部員 は年々、少 なくなる傾向 にあ ります。

ワープロです らカ ラーの時代 ですか らと、思 ってみ

て も、白黒 の良 さは譲 りがたい ものがあ ります。

今 まで は、OB会 も十分で はなく、先輩方 に寂 し

い思い を させて しまい大変、申 し訳 あ りません。

今年は、OB会 を準備 させて頂 こ うと思 って います

ので 、昔 、写 真部 で活躍 した記憶 があ りま した ら、

是非 、ご 一報下 さいc,今 年は、鈴木が弱輩 ながら部

長 を務 め させていただ きますので よろ しくお願 い し

ます。OB会 の方 は鈴木(65-9392)ま で、

ご連絡 くだ さい。

∵遭 茶 道 部

第4学 年 竹内 茂

「和室」 とい う部屋 が大学 内にあることをご存 じ

ですか。保健管理 セ ンターの隣 りにあるそのY.Rnl,屋で、

私た ち茶道 部 は毎週火曜 口午後5時 か ら活動 を行っ

ています。現 在、部員 は24名 です。指導の方 は、学

外から裏 千家の先生 をお呼び して行 われてい ます。

普段の練習内容 と して は、先生 の御指導 に従 ってお

点前(お 茶 をたてること)を 稗 うとい うことが主 な

もので、 また、定例行事 と して1月 には初 釜、11月

には炉開 き(茶 道部 内での小 さなパーテ ィーのよ う

なもの)を 行 って い ます。

茶道部の創部 は1975年(昭 和50年)5月 に長谷部

千登美先生 によって行 われま した。'i1時は ト数人の

部員で スター トし、部を盛 り ヒげ、そ して現 在に至

って います。顧問の先生 には、吉田聖子 先生 、原出

一典先生 、そ して現 在、坂 本尚志先生 に就任 して い

ただいています。御指 導の方は、裏 千家淡 交会旭川

支部所属 の長岡英子先生 、堤寿子先生 、小嶋博子先

生 になさっていただいて きま した。堤先生 には、現

一 一一

在 もお願い して い ます、、創部当時 は保健管理 セ ンタ

ーがまだ なく、そのため和室 には今 よりた くさんの

窓 があ り、見晴 ら しももっと良いもので した。

茶道 部で は、日頃 の練 習の成 果を発表す る場 で も

ある学 祭 には第2回 目か ら参加 して きま した。学祭

で は4J'点前(お 茶 をたて ること)を 披露 するととも

に、み な さん にお茶 に慣 れ親 しんで もらお う、とい

う意図で行 って い ます。

また、学祭以 外の活動 にも積極的 に参加 して きま

した。例 えば、旭川 市内で 年に数 回行 われて いる;J

茶会(チ ャリテ ィー茶会 、霜 月茶会 など)へ 参加 し

ています。 また、秋 には和寒町 にある片栗庵(町 立

の立派 な茶室です。)で 茶事 を行 った り して いますU

平成4年 には裏干家淡交会北海道大会(発 表 会の よ

うなもので 、d」家 元も参加 された 人会です。)が 旭

川で開催 され 、その際、学校茶道の代表 と してお点

前 を したこともあ ります。

最後 に、一般的 に茶道 は堅苦 しいとい うイメー ジ

があ りますがそんなことはあ りません。旭医 茶道部

は和やか な雰囲気 で楽 しい部で す。

茶道部 をよろ しくお願いいた します,、

8
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灘舗 舞 纈賦介、
■ 内科学第二講座 ■ 中村 公英

第二内科学講座 は昭和49年 、石 井兼央初代教授 に

より開講 され、昭和63年8月 に牧野勲教授 が就任 し

現 在 に至ってい ます。教室員 は牧野教授の就任後 の

入局者 が半数以 ヒを占め、若い力 による教室の活性

化 が、診療、研究両面 にお いて実 を結 びつっ ある現

況 です。牧野 教授 の基本 方針 は、各 自が内科疾患 に

幅広 く精通 す ると同時 に、卓越 した 専門領域 をもっ

た内科医 となることを第一 と してお り、また研究面

にdJ'いて は、臨床 に密接 した オリジナル な研究で、

結果 を臨床の場 にフ ィー ドバ ックで きるもの を目指

しています。現在 までの研究体制 は診療 との兼ね合

いか ら、肝臓、糖 尿病 、膵臓 、代謝(膠 原病 ・内分

泌 ・神経)、 甲状腺 グループの5グ ループで したが、

今年度 か らは各研究 テーマ別 に細 分化す るとともに、

グループ間の連携 をはか り研究 レベルの向⊥ を目指

しています。

(肝 免疫 グループ)は 中村講師 を中心 に胆汁酸代

謝 を研究 して きま したが、最近自己免疫性肝炎 にお

けるウル ソデオキ シコール酸の有効性 を見いだ し、

その作用機序 を胆汁 酸の免疫調節面 から追及 してい

ます。(肝 生 理 グループ)は 米田助手の指 導の もと

に中枢性神経 ペ プチ ドによる肝血流増加作用 、肝細

胞増殖効果 、肝障害抑制効果 を明 らかに し、作用機

構 につ いて研究 を行 なって います、,(脂 質グループ)

は衛藤助教授 を中心 に脂質代謝異常症 にお けるアポ

蛋白E遺 伝子 につ いて、特 に糖尿病性腎症 、m型 高

脂血症 、アルツハ イマー病 における本遺伝子 の関与

につ いて研究 しています。(イ ンスリングループ)

は岩島助手 を中心 に糖尿病 の成因 における膵B細 胞

のイ ンス リン分泌機構 、特 に電位依存性 カルシウム

チ ャンネルにっ いての分子生物.,f的研究 を、(糖 尿

病合併症 グルー プ)は 伊藤助 手が米国留学中ですの

で、宮本医員 が糖尿病性神経症 と しての消化 管運動

異常 につ いて研究 しています、、(膵 グル ープ)は 山

寺助手 を軸 に慢性膵 炎に4Jけ る膵石形成機構 につ い

て、特 に膵石抑制蛋自(PSP)やzymogen穎 粒 膜

に存在 するGP2蛋 白の動態 につ いて 自ら、作成 し

た抗体 を用いてオ リジナリテ ィの高い研究 を行 なっ

9

て います。 また、 ア ミラーゼ イ ンヒビターを研 究 し

た小池助 手 が米 国 から帰国 しま した。(代 謝 グルー

プ)は 田中講師、平野助手 を中心 に分子生物 学的手

法 を用いて、副 腎皮質 ステロイ ドの作用機構の研究 、

ス トレスと細胞 内 レ ドックス機構の解析、慢性 関節

リウマチの病態解 明 と新 しい治療法の開発、胆汁 酸

の免疫調節 機構 に関す るMHC遺 伝 子や転写 調節遺

伝子NF-kBの 発現機構 の解明 などの幅広い研 究 を

国内外の研究施 設 と共同で行 なってa」ります。(甲

状腺 グルー プ)は 滝山医員 を中心 にブタ甲状腺培 養

細胞 を用いて ヨー ドの取 り込 み機構 におけ る各種 の

ホルモ ンや胆汁 酸の影響 を研究 して おります。これ

らの研究 成果 を反映 して、第二内科への文部省科学

研究費の下附 は年 々増加 し(平 成6年 度 は6研 究課

題)、 また教室 は厚生 省特定疾患調査研 究班(平 成

7年 度 は3研 究班)で の実績 が高 く評価 されて お り

ます。

診療面 で は肝臓 、糖尿病 、膵 ・消化 器、内分泌、

神経 、膠原病 の専門外来をそれぞれの研究 グループ

の医師が行 ない、入院診療 は研究 グループ別病棟診

療体 制 をとり、よ り専門的 な高度 の大学病院 にふ さ

わ しい診療 内容 の充実 をはか ってい ます。

一 方、医局の レクリエ ーシ ョンと して は春 は花見 、

夏 は海水浴 、キ ャンプ、秋 は観楓会、冬は スキ ーを

病棟 看護婦 とと もに行 ない、 口頃の ス トレスの発散

とよりいっ そうの親睦 をはか ってい ます。このよ う

に第二内科 では、牧野教授の もとで教室 員一 人一 人

が切瑳琢磨 し研究 、診療 レベ ルの向⊥ に勤 めて い ま

す。

(内科学第二講座 講師)
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■ 解剖学第一講座 ■ 大森 行雄

解剖学第一講座 では、系統解剖の教育 を担当 して

いる。 スタッフ は小野一幸教授 、佐藤洋一助教授、

石川 ・志助 手、大森 行雄助手 、佐 々木孝志技官 、羽

沢和美技官 の6人 であ る。毎年暖 かくなる4月 初旬

か らは学生の解剖実習が始 ま り、6月 末 まで実習 が

続 く。例 年学生4人 に対 して解剖体1体 で実習を行

って きた が、本 年度 は学生2人 に1体 とい う極 めて

恵 まれた状況で解剖実習が行 われて いる。研究 では、

佐藤助教授 はこれまで に外分泌細胞(蛋 臼や脂 質分

泌)に おける分泌刺激後の形態変化 を形態計測 を用

いて解析 し、その分泌機構 につ いて研究 を行 って き

た。 また最近では岡崎国立共同研究機構 生理学研究

所で外分泌細胞 における細胞 内カル シウムの変動 と

その形態 変化 につ いて研究 し次々に国際的 な専門誌

に発表 している。石川助 手は ここ数 年、腸管粘膜筋

板の機能 を明 らかに しよ うと種 々の神経 伝達物 質の

存在 とその効果 について生理学研究所で研究 を行 っ

て いる。 その研究姿勢 はま さに 「石橋 を叩 いて渡 る」

如 しで我 々のよ き模範 となっている。大森助 手 は各

種 内分泌細胞 にお けるホルモ ンや神経伝達物 質の細

胞 内局在 とその機能的関連 性 につ いて免疫組織化学

を用 いて研究 を進 めている。扱 っているもの が抗 血

清 だけに 「水物的 な」ところがあ り、染 まった り染

まらなかった りで 、 一喜一憂の波 に翻弄 されてい る。

このよ うに各人 研究対象はそれ ぞれ異 って いるが、

「細胞 ・組織の形態 と機能の関連 性」 につ いて明 ら

か に しよ うとい う点で… 致 してい る。 また小野教授

の"交 流 を大切 にする"と い う方針 か ら、他の講座

か らも多 くの方 が第 一解剖 に来 られ、潅流 固定法、

免疫染色法 、組織切片の作製法 、写真撮 影 などの技

術 を修得 されて いる。 このよ うな他 の講座 の方との

交流が私 どもにとって も良い刺激 となっている感 が

ある。平成5年 にはタンザニアからDr.ア イ ノリー

・ピー ター ・ゲサセが留学生 と して講座 に入室 し、

現 在大学院生 と して精 力的 に研究 を行 っている。長

期 にわたる解剖学 実習や研究 がスムーズ に行えるの

もひとえに技官 の佐 々木 さんや羽沢君のおかげで あ

る。教室員 ・同深 く感謝 している。

(解剖学第一講座 助手)

[=ニ ー
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最近で は旭川 ら しい、快晴の気持 ちのいい日が多

くなり、夏 の兆 しさえ感 じられますnス カー ッと晴

れた 日などには講義 など置いておいて どこかにいっ

てみよ うかな などとい う良 くない考えが、思 わ

ず頭 をよ ぎって しまうのは私だ けで しょうか。

さて 、昨年 までの学 祭を振 り返 ってみる と、全体

として学祭 に対す る魅 力とい うもの が薄れて きて い

るよ うに感 じます。 さらに感 じることは、 その原因

は、私達学生、一 人一 人の無責任 にあ'ったのではな

いか、とい うことです。ことわって おきますが、か

くい う私 もその無 責任 の学生 の一人で した。学 祭の

面倒 くさい仕事 を実行委員に押 し付 け自分達 は自分

達の営利 だけを追求す る。予算 はもら うが実行委 員

の手伝 いをするわけで もない。当然実行委 員の数 は

減 り必然、規模 は縮小 する。 そんな学祭 が楽 しくな

るわけがあ りません。

そこで こん ないい季節。魅 力のない事 になど参加

せず 、自分 の時間 を持 ちた いと思 うの は至極当然の

事 と思い ます。只 、そこで学祭 を面 白 くない もの と

して 、そこか ら目を外 らすの か、 それとも面自 くな

いの ならそれ を魅 力ある もの に変 えていこ うとす る

のか、そこに大 きな隔 りがあると思 います。

「それならちょっとやってみ っか!」 とで きたの

が今回の学祭実行委員です。実行委員長の私です ら、

一度 も実行委員の仕 事をやった ことが なく、とにか

くなんとか ここまでやって きたとい う感 じで す。今

まで 多 くの友人や 先生 方 に助 け られ実感 と して思 う

ことは、皆ん なの助 けと、やる気 さえあれば、誰で

も学祭 をや ることは出来 る、とい うことで す。

さて今年 も、来 る6月11」 か ら4日 まで大学祭 が

行われ ます,,今 回 の学祭では、Beginの コ ンサー ト

(1日)、 バ ン ドコ ンテ ス ト(3日)、 花火大会(3

[)、 講演 会(4日)、A食 い大 会、医学展(8団 体

の予定)、 サークル展示、模擬店 など、か なりの規

模 になることが予想 され ます。学内 、学外間わず 、

参加 した人が、 「来てよかった」 「やって よかった」

とい えるよ うな大学祭 に してい きたいと考えてお り

ますので、 よろ しくお願い します。

一10一



学 内 ニ ュ ー ス

平成6年 度学士学位記授与式

'F成6年 度 学1位 記 授 与 式 が 、3月24日(金)

10時30分 か ら本 学 体 育 館 で 挙 行 され ま した1

式 で は 、 室 内 合 奏 団 が 奏 で る 言周べ の な か 、 学 長 よ

り 乍 裳 生98名(う ち 女 了一25名)・ 人 ひ と り に学 十=学

位 記 が ∫・渡 され ま した 、、

っ い ぐ学 長 か ら 卒 業 に あ た り式 辞 が 述 べ ら れ ま し

た.,(学 生 課)

平 成7年 度 入 学 式
'r成71' .度 入 学 式 が 、4月7日(金)10時 か ら 本

学 体 育 館 に お い て 挙 行 され ま した 、

式 で は 、 新 入生100'{,(う ち 女子 学 生33名 〉 を代

表 してIII謙 次 郎 さ ん が 宣 誓 、、

っ い で 学 長 式 辞 が あ り 、 新 入生 は 医F』丼生 と して の

自 覚 を 新 た に 大 学 生 活 の ・一歩 を踏 み1中1し ま した.

(学 生 課)

新入生研修実施 される
'Fl∫1こ7{卜1隻1彩斤 入 ノL石斤fl峯力ご4}1171i(月)・1811(火)

び)II[ljllけHf崔 さ れ ま し た.、

第111目 はA:11、 第2L】1]はB糸 ⊥i.を対 象 に 実 施 さ

れ ま し た,、 研 修 は 新 人 生 を12-・-13名 の グ ル ー フ に 分

け 、1グ1レ ー プ に3名 の 皆 ア 教 官 が 指 導 に あ た り 、

白 己 紹 介 に つ い で 学 生 生 活 全 般 に わ た り 助 言 並 び に

懇 談 がf1"わ れ ま した1

(学 生li果)

平成7年 度の主な行事
ノ>f卜度 の ドな 行 事 は 次 の と お の で す

入学式

新 入生研11峯

医 大祭

体育 た会

解剖体慰霊式

イくF髄丼δ己,念日

学十学 位記授与式

平成7年 度運営組織

4月7il

4月17日 一一18目

6月2日.-4日

9月6日

9月2(〕 日

Il月5日

:311`">II

(学 生 課)

本学 には、医学 教育 につ いて の、i周査研究、教 育課

程 の編成 、修学指 導、授 業及び試験 の実施 、単位の

修得 及び履修 、学 籍関係 等 につ いて審議す る機関 と

して教務委 員会があ ります.1

また、学生の厚生補導 に関 する調 査研究 、学生の1

課外活動 、福利厚生等 にっいて審。穫ポる機lllとLぐ

厚生補 導委員会があ ります.1

両 委員会の平成7年 度 の委員は次の とお りC'd.

<教務委員 会、

委 員 長 蜷(

副委員長 片

委 員 谷

ヒ

藤

塩

奥

北

岡

坂

菊

〈厚生 補導 委員会 ・

委 員 長 ・4{

副 委 員 長 ヒ

委 員 、圏ll

田

i

山

岩

Ill

イ

τ白

酒

桐

本

口

澤

野

野

伺

本

也

ilミf中(副 学 長)

・(図
、書さ館 長)

光 穂(第1学 年 担'11)

・再次 郎(第2学 年 手1いli)

f:(歪 喜3'1」をf卜手1い[i)

ru(歪 イ147』 そf卜才1い11)

5ソとIE(直 有5ド ニ:fr手珪'li)

」亘三 ・(1'a;6'㌧1そ でトイ'1いli)

稚 勝

尚 志

健 次 郎

口

野 裕

中

沢

村

兀

後

川 睦

嶋 唯

木

匡 伸(副 学/乏)

勇次郎

た
・

弓

洩

}
、

一岡

妹
旧

晃 吸く郎

純

裕

男

博

保

4コ「

'

一11
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成

成

成

成

成

成
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実

和
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治
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久

一

正

史
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光
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田
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谷

程

中

福

竹

平

高

E

長

木

巾

堀
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官教導指究研攻專
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敏
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晃
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岡 川 瑞 穂

北 野 陽'F

小 村 景 司

清 水 恵 ダー

荻 野

1'イ ノ リ ヒ ヶ 一

r

白

陳

生体情報調節系1牧 里予

生体情報調節系.牧 野

生俸情報調節系 牧 野

生体情報調節系 塩 野
1

武 生体防御機構系Pl・ 桐

勲i佐 林iF.ぺ 論 迄 博 十1

勲

勲

寛

別 ヒ.細 胞 ・器fl系.小 野 一 幸

凱 志 …細 胞 ・器'['∫系 石 川 睦 男

躍 宏 生 体 情 報 、i周節 系 竹 光 護 治.

敏i生 体情報調負青系 安係 ヂ 保

rl命 文lr導 一fT… ・FF∫覧6f「61」30H

.論 文 博 一f:'F成6年6月30日

言命 ∫ぐ 巨享 一f=/勺 ∫～こ6歪4亮61130日

論 迄 博b'F成61卜6113011

.1,Li幸 † ヴ1≦ 大三:..ami.気 †噂〔L'F成6年61】30日
　

結 城rE光.論 必 博 十 ■1ろ成6年6月3〔 〕日

高 木';至 好 論 迄 博 七 平1茂6fr6月30f1

/J、 イマ・f(1「Fl/!
1匹7愈 之jl専 十 ユ{仁I」1と6f「61」3()H

梯 彰 弘 論 気 博i-'1え 成6年6目30日

季公 日1年1-rteiillll文 †嘩L'7乃 気6年6月301i

…渡=郎.論 迄 博f.i平 成6年6月30日

:長 野 悦 治1論 文 博 上 平 成6年9月30日

1=垣iE彦 論 文 博 士 平 成6年9月30日

山 イー1月 美1論 姻 専+斗 ・成6fr囲3(川

一一.一1

平成6年 度学位記受領者名簿

氏 名 課程 ・論 畑)別 学f立 記 授 与 年 月 日

濱 日li

小 野 芋 ・ 彦

森 川 ・1,!llI

藤 内/:II

'Fb～と7fr3112・1}1

森 月ll祠 旨,sim支 ご1専L'1/勺 」～～二7flt3月24目ii

Il[ド 剛 論 文 博},・1・ 成7f卜3月241一

イ了IHi㌦ イ‡i∫・1言命 迄t〔 亨 一十マ'Fb～ ～二7で1こ31124日
　

正隻 日1'兜 千歩†Ill命 文t〔 草i:1'「h～ ～=7でト3月2/1日
　

角 濱 孝 行1課 程 博i■/ろ 成6flモ6月3〔)llI

"rΨf`;駐1こ,[～ ミli果 不呈1専 」二'Fl∫ ～こ6fl{6月30111

中 村 哲 史 課 程 博 十 ・1乙成6年6月3011

　 　

替 荷 秀 昭 …課 程 博b'賊6年g月30日

石 山奇 章多1,1果 手呈 †尊1:'Fblζ6f卜12月221i
i　

1'し111nb≠15彦II果 看呈 †[草LI・rhS～ 二7で ト31」24【13

碁 イflj券 イ…II.、}果nYl導L'Fh～ ζ7fl之31124日

本 間 裕 課 程 博}コ ・杓 」史7年3月24日
1

長 嶋 雄 一1深 程 博 七'Fb比7f卜3月2411

横 山1!康1課 程 博 十 旨1乙成7年3月24日

真x渦2}.轟 果 看lrl王享 一Ll　 '1勺」気7flこ3月24日

ノJ・ 季木1「 導 也 、1果 イ…呈i導1二'1勺,～ ζ7i-il'.31】2411

古 谷 野 伸 課 程 博 十'内,気71卜3月2411

月1日{[1券L三1、 ∫果r ..匡享LI・Fl∫ ～こ7`卜3112/Hi

不二1[∫lil、;果 オ…呈 任享 十1平I」 ～～=7fl三3月2/111

釜兼 田 隼 申甫,i果 幸呈 †導 十 平 成7f卜31」24日.

ア フサ ゼ 　 じし 　
1叶 尺rし 、}、_71、}果f呈i専 十1斗 三b～こ7fr311241iI
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教 官 の 異 動

7.3.31第 二 内 科 講 師 森 川 秋 月

7.3.31内 科 学 第 三 助 教 授 高 杉 佑 一一一

7.3.31ノ 」、 児 不斗F≠U力 孝文手受 藤[日 晃 一「

7.3.31第 一一 タトィ…こf}i蒋r}lllr㍉f∫ftl富 聴↓

7.3.31H艮 科 講1}巾 田 月1博

7.3.31産 科 婦 人 科 講 師 斉 藤 聡 史

7.4.30麻 酔 科 蘇生 科 溝 師}ミ 川 」筐

第37回 東医体スキー部門男女アベ ック

総合優勝 、東医体夏季 、冬季総合優勝

'F成7年3月19日 一一25日 長 野 県 菅 平 ス ギ ー 場 に て

行 な わ れ 、3年 ぶ り に優 勝 を 果 た し、 北 大 のV3を

は ば み ま した 。 各 競 技 の 結 果 は以 ドの 通 り で す 、、

〈男子♪総合優勝

◎ スーパ ー大回転

2位 長 峰IE泰

3fウ ニ ナ}fヒ 普

5位 後 藤 孝

6位 中 村 透

◎大 回 転

◎回

4

6

1

ρ
D

位

位

転

位

位

丹 代

斉 藤

後 藤

丹 代

(6年)

(6年)

(5年)

(6年)

晋(6年)

学(6年)

孝(5年)

晋(6年)

=)15kmXC

l位 有 倉1閏(6年)

4f立 峯岳 ノ」く'完 三 良月(6ぐrl)

¢一の8kmXC

1位 有 倉 潤(6年)

4f立 客1卉 ノ」く'穴 三 良月(6T)

◎XCリ レ ー

2 永

上

百
川

く

客

4

倉

中

有

日

位

〈女子 ・総合優勝

昇 任

〃

〃

〃

〃

〃

〃

配置換

停 年

7.4.1薬 理 助 教 授

7.4.1病 理 二 助 教 授

7.4.1衛 生 講 師

7.4.1第 二 内 科 講 師

7.4.1内 科 学 第 三 講 師

7.4.1第 ・ タト 可…斗 自巾

7./1.1産 董…斗憂誘 ノ風訴斗 壽声準 自lli

7.5.1小 児 科 学 講 師

7.4,1fヒ'コ を 孝k手 受

橋ln

木季寸 日召ギ台

松井 利仁

中村 公英

柴田 好

不融 葦 雅史

佐 々木公財

1哀

内 川

◎回

4

7

位 片 原

転

位 井 原

◎5kmXC

1

り
乙

5

・

望(5年)

ヨ1(5で1{)

位 由 良 智 春(5fr)

f立 白 井 和 歌 子(5年 〉

位 皆 川 祐 ゴ・(4年)

◎3kmXC

11立}h良1叩 春(5年)

2f症Fi井 零ll:肝穴f(5fド)

6丁 立 皆 月1祐 ヂ(4f{こ)

苧f

◎XCリ レ ー

1位 山 良 、 白 井 、 皆 川

東医体 アイスホ ッケ ー成績

予 選 トー ナ メ ン ト

1丸目券リ ー グ第3f航

旭医 たvs日

旭医 大vs筑

旭医大vs順

旭医 大vs東

医21

波02

ノ{31

医Ol

◎大 回 転

13一
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廣 川 博 之

情 報

最 近 、 連 目 の.k.)に ラ・レ ビ 『(・ば 「.オウ ム.真 理 教 」

関 連 の 爵 組 を 放 送 し..(い る.国 民 的 な 関 心 卜拝 で ま)る

た め か 、 あ る い は 高 視 聴 率 が 期 待'℃ き る た め か 、 ・

IlIII、 と".一ニカ'しノ)一アτへ・ン.宇、1レー(～㌔ピ、'弓ごと ㌧、・1て「し}㌧玉・く ら

し、[こべ,・,-Cし},,.肇 斤μ目-.ぐζ」た)ト ・ソ冒フ∴1己弓{(ノ)こ二i一力ご多L、

ラ`レ ビ'や 新 聞 か ら 得 ら れ.た 情 報 に よ'.,て 、 貞 偽 の1工

と鴬よ イqリ1・6あ る.k,(T)v.)、 「オ ウ ム 貞し1:弔孝文1と 「オ'ウ

ノ・真 理 教 と リーリ ン と ♂)「固f系 」 び)こ と カご茶 の 間 に い'ぐ

ム.kく わ カ・・ノた 上)な 気{こ な ・ヂご し ま う..テ レ ビ を

兄 な が ら 情 報 と い').乱 の に つ い て 少 し.考 え て み た.

.i.見fkこし仁'rF墨ヂ計乏fヒ掴二∫ミ』な と"と.、仁.〈 ゴ亨わ れ る が 、 世 び)llI

にf.k多 く び')情 報 が あ り1一 べ て を 把 握 す る こ と な ど 到

1ゴ〈イ〈ロr貢ヒー(5・あ る 勢 い 興llイミが あ ・・,'(、 自 り}』;こ・ヒ り ～〒1≦

含 の 良 い 情 報.ノごけ を1「《り 入 れ る こ と に な る...岩 波F3=

店 ぴ)広 辞 苑 に..kる と 、'rr報 と1よ 「(:工:)或る こ と が ら に

つ い て の し 「,せ、 ② 判 断 を ドした り 行 動 を 起 、二 した

りす る た め に必 要 なYn識 」 と あ る 、.あ る 事.象 の 真 実

を掴 む た め に は 、 こ れ に 関 す る 「し ら せ1や 「知 識 」

が か た よ ら ず 良 質(T)も の で な け れ ば な レ～な い.、以 前

読/tだ 本 に 「情 報 と は情(な さ1-r)に 撮 い る こ と1

と あ 一..)た.、.長い 時 間 を か け 、 広 い 周 囲 と 「情 」0:)一.っ

な が り を つ く っ て お き 、 こ れ に 「報 い る」 形 で 返 っ

て く る も の が 良 質0ン 盾 報 で'あ る 、 と い うこ と て㌦ち ～5、,

身 近 な 医 学 に 関 して 言 うと 、 我 々 が新 しい 医 学 情

撮 を 得 る た め に は 、rz:に 出 席 し 、 医 学 雑,{志な ど を

読 ま な け れ.ば な ら な い.一 し.か し、 目艮科 につ い..ぐだ1〒r

・で .も弓を会・:よ毎・i璽c7).よう に 「司内 び)ど こ か てト1}月f崔され て

お り 、 眼 科 関 連.椎 誌 は 匡1内 の も の で5、6誌 、 メ ジ

ャ・一な 海 外 椎 誌 をiiめ る と10誌1リ 、Lあ る..当 然 す べ

て の 学 会 に 川1苗 し、 す べ て の 雑 誌 を 読 む な ど と い う

こ と は 不 可能 な の で 、 取 捨 選 択 して 情 報 をn.f.rる1二と

に な る 良 質 な取 る もの と 悪 質 な捨 て る も の と を 誤

る と 、 後 で と ん だ'赤恥 を か.く こ と に な る..常 々 、 広

㌧、デ見里f'(ヨ.ケミ・『」嘉1こ才妾 し'ご1'1圏1:11」び)一'!)なカゴり を つ1寧菖こし'(τ匿

お・き 、 「、象と11屑1望G「)、4=うな もv)オ 三」 、 カご貞ンヌ`『'6、ク)る

と 判1析 して し ま う こ と び)な い よ う'巳・よ1…トけ た いII

私 に テ レ ビA,,'や新1葺1社 と†、1…別 な[情 」の ・』Jなが1り

は な い が 、1オ ウ ム 」 、 「サ リ ン1に 限 ら'鐸}樋 機

関 の 情 報 も良,`「1なも の で あ れ ば.よい と 願 ・・.,'.Cい_,,,.

(眼 科 学 講 座 、溝師)

欝§憲1・謙§鎌 灘 蓉讐§婁§欄 舗灘1灘 §書§1講§篶鰯 騰 §lil塞1号難1§ 撚 §鱗 墨§ll灘1灘 鎌 §il讐篠 黙lii患書il署難

編 集 後 記

新 コー ナ ーの 設 置 に つ い て

広報誌編集委員会委1.振

/》回 新 た に 「倶 楽 部 今・昌「 と 題 し.で 新 た な コ ー・ナ

ー一を 設 け よ1 .、た 旨、開 学 ⊥.沃来20f卜 余 り 経 ち 、 体 育 系 、

迄 科,系7ラ ブ.ム 幾 多の 変 遷 を 糸毛.ぐ き ま した.``生rl正

べ の い る 間 に とL・ 一、訳 で も あ り ま せ ん カf、 こ の 辺

てきケ ・.ナーグllr亨1助の1言己i,t%.をま と め て も ら.),意il未'.ご=頭台y)ま

し.f二1ク ラ 』フ"しり1お嘆㌧馳 べ.'ii'=去しノ)昌」r斗乏畦`、 を零薯f等難(一)Hψ「).二

と な と"、 右)ま り 圧多∫㌣1.二1ノく1才⊃才.1.～う.二 と ・な く 糸召.デ1、し(P赴 、

ら い ま.よ一..一}}に μq剖 ニー..ゴーつ ♂)/.・ミ・一ス しノ.)∫㌢'ヒr(で..5-.

意見 ・提案の募集1

志

て
…
い

尚

つ一
」

本坂

ま た 、 糸扁 集 会・、義 に二.お民 ・て 、rtel而 ♂)ll珂新 σ)たy)に 、

史`に 新 た な コ ー.ナ ・一を 設 け て は と い う意 兄 が あ り まI
I

し た 投1韮欄 や 随 筆 コ ー ナ_.r}ど の'肩 デ ア.掃 ・り

まL.た が 、 二 二1.よ広(読 痔 の 皆 仁乖♂)意 兄 を 聞 こ う と.

言.)こ ヒ に な り まL.た.'そ こ で 紙 面 の 刷 新 しフ)た め に

皆 様 ♂).1'f.デ ア をJ‾lf集 致 した い と111い ま す..ど 』うか.

奮..、て 、 新 し い コ ー ナ ー ニー..)い.ζの 提 「案 や 、 こ れ ま

で の 内 容 に 一.っし、てJ)意.見 を お 寄 せ く だ き い1

覗と,彗:完:「仁玄 関 肪ちの 弓餌人」ホ ス 「・弓な生1課 ま.で11
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